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上の句 下の句 

あけ ぬればくるるものとはしりながら  

あさぼらけう じのかはぎりたえだえに  

あはれ ともいふべきひとはおもほえで  

あひ みてののちのこころにくらぶれば  

あふこ とのたえてしなくばなかなかに  

あらざ らむこのよのほかのおもひでに  

いまこ むといひしばかりにながつきの  

いまは ただおもひたえなむとばかりを  

おほけ なくうきよのたみにおほふかな  

かぜそ よぐならのおがはのゆふぐれに  

せ をはやみいはにせかるるたきがはの  

なげき つつひとりぬるよのあくるまは  

なにし おはばあふさかやまのさねかづら  

なにはえ のあしのかりねのひとよゆゑ  

なにはが たみじかきあしのふしのまも  

はるの よのゆめばかりなるたまくらに  

ひとも をしひともうらめしあぢきなく  

みかき もりゑじのたくひのよるはもえて  

みかの はらわきてながるるいづみがは  

みせ ばやなをじまのあまのそでだにも  


